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1.数種 ビ レスロイ ドのハエおよび力幼虫に対する効果 林 児41.才Wq良之助 (大正製茶株式
会社研究部防虫刑学研兜を)46,ll.30受理

Pyrethrins,allethrin,phthaltl一rin,resmethrin,proparthrin,prothrinおよび butethrinの

7種類と diazinonの殺岨効果について実験し,新らしいピレスロイ ドの多くが市い教組力をもつ

ことを明かにした｡ このことは, ピレスロイド系殺虫剤が防疫JT]と'しても利用し得ること示唆すち

ものといえる｡

放近,出来の入荷詔阻 残留性ならびに環境汚免が

問題にきれ 告虫駆除に班用される殺虫剤のfE籾が限

定されつつある.しかし,にわかに新らしい殺虫剤の

開発はきわめて困難で,田ちに安全性が高く,効果的

な殺虫剤を求めることはできない.現段階では.従来

より使用され安全性が高いといわれているものからの

再評価が必要といえる.本実験では人畜に対し安全で

残留性もすくないと考えられているピレスロイドにつ

いて実験を行ない.知見を得たので報告する.

本文に入るに際し.卸田中をいただいた名古屋大学

景学部弥富再三教授ならびに斉藤哲夫助教授に謝意を

表します.なお,発表の機会を与えていただいた当社

の7;I,'務取締役井川俊一博士,研究部長田申一郎博士に

御礼巾し上げると共に,実験に協力された当研究室の

各位に感謝する.

実験材料および方法

1.供試薬剤

この実験に用いた殺虫剤は butethrin(大正製薬)

pyretllrins(20% ェキス),alletllrin,pl-thalthrin

(住友化学),resmethrin(住友化学),proparthrin

(吉富製薬),prothrinおよび diazinonの8種類で,

いずれも=業用原体である.実験にはnl拝の方法で乳

刺 (溶媒はアセトンを促用)を調製して用いた.

2.鵬試昆虫は当研究室 で累代 飼TF巾のイエバエ

MuscadomestfcavicinaMacqu.,砧槻系.センチニ

クバエ SarcoLIhaga♪ercgn'naRoBINEU･DESVOIDY,

ヒツジキンバエ Lucih'acu♪rinaW lEDEMAN,アカイ

エカCulcxPEL)l'ens♪allensCoqvlLLETT,ネッタイ

シマカAcdesaegyPtiL., お よび オオチョウバエ

Tetmatosco♪usatblbunctatusW ILLISTONの7校獄

でいずれも終令幼虫を用いた,

3.実験方法

イエバエ.センチニクバエ,ヒツジキンバエに関す

る突放は前程9.0cmx拓き5.0cm の容召別こ所定限度

に稀釈LT=射次 (5-6況IR区)をイエバエ.ヒツジキ
ンバエでは3.0m7,センチニクバ工では 5.OmJあて

入れ.鵬試fFtはlを1回1机皮に20琉あて放ち,3逆区

制で3回反u突出した.いずれも,2祁寺閃後の致死虫

数を観烈し.LCB.他を求めた.

アカイエカ.ネックイシマ*,オオチFウバエの場

合の実験方法はハエ籾の切介と全 く同じであるが,鶴

試薬披見のみが只なり,100mtをmいた.実験温度
は25-27oCである.

実験結果および考摂

実験の結架は表1にHLI'椛粒現した如くで,LCS｡値

よりみた各班殺虫剤の効力旧位は次の幌向が認められ

た.

イエバエ ;reSmethrin,phthaltllrin,butethrin,

proparthrin,pyrethrins,prothrin,allethrin,dia一

zinonの唄に低下する.

センチニクバエ ;reSmethrin,diazinon,propar･

thrin,butethrin,pyrethrins,phthalthrin,allethrin,

prothrinの切に低下する.

7カイエカ;prothrin,proparthrin,butethrin,

resmethrin.pyrethrins,phthalthrin,diazinon,

allcthrinの旧に低下すろ.

ネッタイシマカ;rcsmethr')∩,pyrethrins,bute･

thrin,proparthrin,prothrin,allethrin,diazinon,

phthalthrinの唄に低下する.

オオチョウバエ;reSmethrin,pyrethrins,propar-

thrin,diazinon,allethrin,butethrin,prothrin,

phthalthrinの頓に低下する.
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Table1.EffetlarvicidaldeplusieursproduitspyrgthroidessurLarve

deMoucheetdeMoustique.(ppm)
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N.B.:M占thodedeplongependant24lleureS(20insectesparfo主s;

3quartierssuccessifs･,3r6pgtions)ValeurdeCL6｡.

以上のように供試昆虫の柾矧 こよって憤向は種々異

なるがピレスロイドの効果は予想していた以上に高く,

殺虫剤としてよく用いられているので比牧のために用

いた祁■機燐系殺虫剤の diazinonよりも優れているも

のが多かった.

従来,ピレスロイド系殺虫剤を殺姐剤として検討し

た報L告は殆んどなく,指標昆虫として松原 (1962)6)

がアカイエカ幼虫で各種殺虫剤のノックダウン速度を

研兜 したなかで,pyrethrinsの LCBO値が 0.0169

ppm,allethrinで 0.0977ppm であることを報告し

ている.

比較に用いたdiazinonに対する数種幼虫のLC60位

ついてはいくつかの報告がある.

本実験におけるイエバエに対する diazinonの伯は

1.9ppm,センチニクバ工では3.3ppm,井上(1964)2)

の5.2ppmと同程度であったが,大串ら (1967,68)6)

の報告した7.1ppm,22.9ppm とかなり異なった.

しかしピレスロイドに関しては報告がすくないので感

受性の韮只を諭ずる事は困難である.

アカイエカ幼虫に対する本実験の diazinonの値は

0.17ppm,に対し,油庄司,ら (1958)1)の0.025,安

防 (1966)7)の 0.066ppm,水谷ら (1962,63)3･4)の

0.088ppm,0.03ppm の報告があり,高槻系と,そ

の感受性は同程皮である.

オオチヲウバエで も resmethrin,pyrcthrins,

proparthrinは diazinonよりも燈れ,センチニクバ

ェやヒツジキンバエに対してもresmethrinが効果的

であった.今後,ピレスロイド剤を防疫用殺虫剤を考

える場合,きわめて興味深いものがある.

結 論

従来,ピレスロイド剤はイエバエやカの成虫に対し

てノックダウン効果が高いので,家庭用殺虫剤として

広範囲に使用されてきた.しかし,各種昆虫の幼虫の

駆除を目的とした研究はすくなく,位近まで放EP}tuされ

ていた.

本実験の結果,ピレスロイドのなかにも,数種のハ

ェおよびカの幼虫に対し,有機燐系懲虫剤で防疫用殺

虫剤として広く佐用されていた diazinonよりも効果

的なものであるものが多い事が明かになった.ことに'

新らしいピレスロイドである resmethrin,propar･

thrin,butethrinや古くよりあるpyrethrinsに関し

ては防疫用として期待がもてる朝が明かになった.令

後,多角的に検討し,安全性の高い優れた防疫用殺虫

剤として活用できるのではないかと考える.
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Risum占
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SlurlalarvedelaMouchcetduMoustique.

Lesr6sultatsobtenusontmllSCnCVIJdenceune

tendencedel'activitdquid占cro王tdaロsl'ordre

suivant:

MuscadomestrcauJ'cJ'naMacqu.:Resmdthrin,
phthalthrinc,butdthrin,Proparlhrinc,pyrilhrincs,

prothrine,alldthrine,etdiazinon.

Sarco♪/LagaL)cregJ'naRobineau･Desvoidy:Rcs･

m6thrine.diazinon,pyr占thrins,butdthrjnc,pro･

parthrine,al16thr王ne,phthalthrine,etprothrine.

Lucih'acupn'naw王edeman:Resm占thrine,dia一

zhon,proparthrine,but6thrine,pyr6thrines,ph･

tllalthrine,all占tllrine,etprothrine.

CuLexpl'piensJ)atlensCoquillett:Prothrine,

proparthrine,butethrine,resm6thrine,phthalthr･

i°e,diazinon,etall占thrine.

Acdcsaegy♪h'L.:Resm6thrine,pyrethrines,

but6thrine,proparthrine,prothrine,allgthrine,

diazinon,ctphthalthrinc.

Tclmalosco♪usatbl'J)uncEaEusWilliston:Resm6-

thrinc,Pyr占thrincs,proparthrjne.diazinon,al16-

thr-lne,butdthrinc,prothrineetphthalthrine.

Bicnquel■cllkacitdsoilainsiunpeudifferent

selon l'espとced'J'nscctcs,puisquc lesproduits

pyrethroidespr占sentcntlamさmcouplusd'acti･

vit61arvicidalequeceuxdiazinonstraditionnels,

ilseraitpossiblededdvelopperdesormaisles

insecticidespyr6throidespourunemcsurepre-

ventived'6pidemiC.

Synergismed'unNou▼eauSynergeant,GD-llsurPyrithroideB. k̂汀umili▲yAsllI,Satoru

MUKAT,HiroshiYAMAGUCHIetTetsuoTANAKA(Laboratoired'Entomo10gieAppliqu占C,Sociさtd

PharmaceutiqueTaisho)Recule20D占cembre,1971.BoLyu･Kogaku,37,3(1972)(Avccunfran.

caisr6sum67).

2.新らしい協力剤 GD-11の Pyrethroidsに対す る協力作用 杯 晃丸 向 晩 山Fj 宏
田中哲雄 (大正製薬株式会社研究部防虫科学研先客)46.12.20受P_.

祈らしい協力札 GD111はイエバェ成虫に対する LD60他よりみて.phthalthrjnに協力効果が
認められる.しかし,p.butoxide,S-421よりも劣る.

Pyrethrinsに対して,GD-11とp.butoxideの混合班FT]により協力効果があることは邦味ぶかい.

pyrethroidsの協力剤に関する報告は多 く.pipe･

ronylbutoxideはpyrethrinsに S-421はallethrin

に効果的といわれている8). 本実験では田近,開発さ

れた協力剤の GD-11の効果について検討し,知見を

柑たので和告する.

本文に入るに際t.I.抑田村賜っT:名古屋大学凸学部

弥富百三教矧 こ謝.Bを表する.まT=,frgiな試料の御

提供をいただいた市砂香料工業抹式会社に御礼申し上

げるとともに,発表の機会を与えていただいた当社の

符務取締役井川俊一博士ならびに研究部長田巾一郎博

士に謝志を表する.

実験材料および方法

1. tJも試薬剤 本実験に用いたpyrethro'ldsはallc･

lhrin.phthalthrin,pyrethrins(25,00'ェキス)の3

印籾で,いずれも市販の工業用原体である.また.t(U'

力刑は比舵のために piperonylbutoxide,S-421の2
打切をFT]いたが,いずれも工業用原休である.

研らしい協力剤は開発記号を GD-ll(Glidden･

Dorkec祉取払 純度95.0%) と呼ばれ 化学名は

2-(21C2(N,N-dJrelhylamino)ethoxy]ethoxy)bor-

naneで.図1に示めす如き稲造を持つものである.

&0-ctI2CH2-0-CH2CHBN〈cc:;CCH",aCZ8HSSNO2 M.W.297.5

図 1. GD-11の川iu式

享等性についてはM.G.冗.社がalbinorabbitで,忠

性経皮持性をqu定した純米では157.6(92.7から268.3)

mg/kgで,Sherman･Wistcr系のalbinoratを用い

ての急性柁Fl-J!3性は 710(530から940)mg/kgである★

2. 火映方は 火映は当研WL.BL,:で尉 t飼育中のイエ

バエ M〝scadomesh'cazJtCl'naMacqu.,高槻系の羽

化後4-5口rlの雌成虫を用いた.実験は局所施用法,

PLl矧L'F.下法,0.5m3箱型法およびDs型法の4方法で

行なった.

局所触用法;供試薬剤とアセトンで所定濃度に稀釈

★MGK社が各種殺虫剤にGD-11を加えた処方,LB-
873-67の詩性資料である.
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